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防ダニ剤を内包した生分解性マイクロカプセルの調製
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Manykindsofmitewascausedbyalergyandsickhousesyndrome,soithasbecomeoneofthe
socialpIOblems･Farnesylacetoneisoneoftilemostpotentanti-miteagent.Howeverthevaporpressure
offamesylacetoneishigh evenatroomtemperature.Thisindicatestheanti-miteefecthasnotbeen
sustainedeventhoughtheagenthasstronganti-miteefect･Inthisstudy,Weatemptedtoprepare
polylactidemicrocapsulewithfamesylacetoneforthepurposeofsustainabledosageformofanti-mite
agent.Microcapsulewaspreparedbysolventevaporation,whichwasamethodofmicroencapsulation.
Theefectsofpreparationconditionsontheenclosingeficiency,thereleaseofmicrocapsuleandanti-
miteefectofmicrocapsulewereinvestigated･
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1緒 言
日本には多種多様なダニが生息しており､日本人のア
レルギーの持つ人の 70-80別まダニアレルギーであると
いわれている｡冷暖房器具の多用による締め切った住環
境は､ダニが生息しやすい環境を与え､このためダニの
数は増加傾向にある｡住居に生息するダニはアレルギー
やシックハウス症候群の原因となり社会問題のひとつに
なっている｡
本研究では､日本の家屋から最も多く検出されるヤケ
ヒョウヒダニに対して高い忌避効果を示す farnesyl
acetone(以下FAcとする)に注目した｡ヤケヒョウヒダニ
は成虫､死虫,糞の全てがアレルゲンとなるため､この
種のダニの抑制が防ダニ対策の中心課題となる｡一万､
本研究で用いた FAcは､ビタミンE合成プロセスにおけ
る中間体で高い蒸気圧を示す液体である｡FAcを防ダニ
剤として利用した場合､防ダニ効果を示すものの高い揮
発性のため効果は短期間になってしまう｡また､長期間■■■■■■■■lll■■- ■■■■■■■■■
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効果を維持するためには授与する回数を増やす必要があ
るため､コストや労力を必要とする｡
本研究では揮発性液体である FAcを生分解性高分子で
あるポリ乳酸によりマイクロカプセル化し､徐放性を有
した防ダニ剤の開発を試みた｡マイクロカプセル化する
利点として次のようなことがあげられる｡
(i)液体の薬剤を固形化できる
(2)薬剤のマスキングができる
(3)薬物の放出をコントロールできる
(4)放出が長期間になり効果が持続できる
(5)環境汚染を防ぐことができる
マイクロカプセルとは大きさが数Ldlから数百岬 の範
囲にある微小容器の総称である｡この内部に医薬､農薬､
肥料など様々な物質を閉じ込めることができる｡マイク
ロカプセルの内部に入れるものを芯物質､その周りを取
り囲む物質は膜物質と呼ばれポリマーが用いられること
が多い.本研究では､長期の使用を目的としているため
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膜物質として高重合度 ･高結晶性ポリ乳酸を用いた｡ポ
リ乳酸は環境中で加水分解､微生物分解を受け､その後
二酸化炭素と水になる｡このため自然や人体に悪影響を
及ぼさない｡
本論文では､調製条件を変化させることによる内包率
への影響及び調製したマイクロカプセルの防ダニ効果､
徐放性について検討した結果を報告する｡
2 実験
2.l誌薬
本研究で使用したポリ乳酸は数平均分子量 73000､D/L
比 :1.7/98.3であった｡クロロホルム､PVAは市販のも
の(和光純薬)をそのまま使用した｡芯物質として用いた
FAcはビタミン E合成反応時に生成したものを用いた｡
Fig.1に膜物質および芯物質の化学構造を示した｡
ご -又
0
+0-肝性+rOl]
farnesylacetone
ポリ乳酸
Fig.1芯物質と膜物質の化学構造
2.2マイクロカプセル調製法
水を連続相､クロロホルムを分散相とする 0/Wエマル
ションの液中乾燥法により調製した｡マイクロカプセル
の調製のフローチャートを Fig.2におよび調製条件を
Table.1､またFig.3には減圧下の液中乾燥装置図の概略
図を示す｡水に分散安定剤として PVAを 4yt%入れ､加
温させつつ溶解させた｡冷却後加温前の重量に合わせ､
界面活性剤を 1vt%溶解させて連続相とした｡分散相は
クロロホルムにポリ乳酸と FAcを加えたものである｡連
続相に分散相を捜拝しつつ加え､0/Wエマルションとし
減圧下もしくは常圧下で 50℃､100rpm､12時間液中乾
燥を行いマイクロカプセルを調製した｡得られた溶液を
遠心分離 ･洗浄後､ろ過を行い回収したマイクロカプセ
ルを一昼夜凍結乾燥した｡
2.2マイクロカプセルの内包畢測定
調製したマイクロカプセルを0.1g秤量し､クロロホル
ム2.0ml中に溶解させ､さらにエタノールを23ml加え
た｡この時ポリ乳酸が溶液中で白濁するためコマ型フィ
ルターで漉した後,吸光光度計(282nm)に七吸光度の測
定を行った｡
0/Yエマルション作成
ろ過･凍結乾燥
Fig.2マイクロカプセル調製のフローチャート
Table.1マイクロカプセル調製条件
NO 調製温度【℃】 捜拝速度【rpm]圧力状態
A 50 50 常圧
B 50 100 常圧
C 50 400 常圧
D 40 100 減圧
E 40 100 減圧
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2.3防ダニ性試鼓
防ダニ性試験は(財)日本化学級維検査協会による改良
浸入阻止法を用い 25℃､湿度 75%の条件下で行った｡
飼料(50mg)を添加後､ポリ乳酸のみで調製した対照試料
とFAcを含む試験試料の 24時間後のダニの数をカウン
トし忌避率を求めた｡忌避率は､忌避率-[1-試験試料
のダニ数/対照試料のダニ数]×100で算出した｡本実験
は開放試験の所定の時点で回収した試料について実施し
た｡防ダニ性試験の概略図をFig.4に示す.
直径4cmのシャーレ
Fig.4防ダニ性試験図
2.4徐故実政
マイクロカプセルの防ダニ効果の持続性を調べるため
に長期開放試験を実施した｡調製したマイクロカプセル
0.2gをステンレス製のバットに厚み 1mm以下程度に広
げ最長 6ケ月間放置後､ガスクロマトグラフィーにて含
有率を測定した｡試験は､気温 21-25℃､換気が 10-
15/hrの室内にて実施した｡含有率は次のように測定し
た｡調製したマイクロカプセル 0.1gを 50ml容量のメ
スフラスコに入れ､10mlのクロロホルムを加溶解し､
30mJのメタノールを追加して混和しポリ乳酸を析出さ
せたoメスアップした後､一部の液を取り出し 3500rpm
で遠心分離することでポリ乳酸を沈殿させた｡遠心分離
後の上清液中の FAC濃度をガスクロマトグラフイ-で分
析することによりマイクロカプセル中の FAc含有量を算
出した｡
3結果と考察
3.1マイクロカプセル調製結果
マイクロカプセルの調製結果を Table.2に示す｡その
SEM写真をFig.5に示す｡A､B､Cでは捜拝速度を変化さ
せることにより粒径を変化させ､内包率に影響がでるか
どうかを調べた｡Aは凝集し調製ができなかった｡B､C
を比較したとき捜拝回転数による内包率の違いは見られ
なかった｡I)､Eでは調製温度による内包率への影響を見
た｡このとき Eのほうが小さくなった｡これは本研究で
用いた FAcの揮発度が比較的高く､液中乾燥時に溶媒で
あるクロロホルムと同伴したため内包率の低下が生じた
と思われる｡また圧力状態の変化では内包率に大きな差
は見られなかった｡
Fig.5 SEM写真 (上側 :粒径52.4pm､内包率52･4%;
下側 :粒径19.9pm､内包率57･3%)
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Table.2マイクロカプセル調製結果
NO 粒径[pm] 内包率[%]
A
B 52.4 52.4
C 12.8 47.9
D 19.9 57.3
E 34.6 44.5
3.2 防ダニ性試験括果
防ダニ性試験結果をTablc.3に示す｡実験は 2種類の
サンプルについて行い､それぞれの結果を載せた｡表か
ら明らかなように､対照試料の実験ではほとんどのダニ
が確認されたが,試験試料ではダニはほとんど確認され
なかった｡この結果より､調製したマイクロカプセルは
防ダニ効果を示すと考えられる｡
3.3徐故実鼓結果
Table.4に長期開放試験の結果を示す｡表において､A
は 6ケ月間密栓した後､含有率を測定した｡Bは 2ケ月
間開放し､その後 4ケ月間密栓し､含有率を測定した｡
また､2ケ月の時点で忌避率を測定したところ98.8%であ
った｡Cは 6ケ月間開放後､忌避率および含有率の測定
を行った｡6カ月後においても 81.3%という高い忌避率
を維持しており､含有率が 0.1%程度でも防ダニ効果が
あるといえる｡
4 轄言
防ダニ剤である FAcを内包した生分解性高分子マイク
ロカプセルの調製を試みた結果､内包率が 45-55%前後
のマイクロカプセルを調製することができた｡内包率に
最も影響を与えたのは､調製温度であった｡
長期開放試験 2カ月後及び 6カ月後に防ダニ性試験を
行ったところ､2カ月後では 98.8%､6ケ月後でも
81.3%という高い忌避効果を示した｡これより調製した
マイクロカプセルは徐放性を有していることがわかった｡
Table.3防ダニ性試験結果
試料 ダニ数[匹] 忌 避 率[%]
FAc-MC(試験試料) 110 98.8
Table.4 徐放実験結果
試料 保管条件と期間 忌避率[%] FAc含有率[%]
開放 密栓(室温)
A (+) 6ケ月 - 1.51
B 2ケ月 4ケ月 98.8 0.20
(I)保管期間中に試料の取り出し等の目的で
数回×数分間開栓
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